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【背景】Brugada症候群は，季節は春から初夏，時間帯は夜中から朝方にかけて心室細動（VF）の発症

が多いことが知られている．本研究では，早期再分極症候群（ERS）でも Brugada症候群と同様な季

節性，時間帯の VF発症形態を示すか否かにつき検討した．【方法】対象は，J-wave associated with 

prior cardiac event（J-PREVENT）registryに登録した ERS症例とした．ERSは，特発性心室細動の

うち下壁または側壁誘導，もしくはその両方における，少なくとも 2つ以上の誘導で sluringまたは

notching型の J点上昇（0.1mV以上）を認め，さらに少なくとも 1回以上の心停止または失神の既往

がある症例と定義した．フォローアップは，ICD記録を利用し，適切作動数・心停止・失神などのイ

ベントを解析した．【結果】23例の ERS症例（平均 40± 17歳，男性 19例）において，平均 43±

41ヵ月のフォローアップ期間中に 57回のイベントを認めた．VFの発症は秋から冬にかけて多く（4

月〜 9月 vs. 10月〜 3月＝ 2.0± 1.5 vs. 4.2± 1.3回 /月，p＝ 0.03），夜中から朝方にかけて

発症のピークを認めた〔0 : 00〜 6 : 00 ; 34 events（64％），6 : 00〜 12 : 00 ; 6 events（11％），

12 : 00〜 18 : 00 ; 7 events（13％），18 : 00〜 24 : 00 ; 6 events（11％）; p＜ 0.01〕．【結

論】VFの発症について，ERS症例では Brugada症候群と同様に夜中から朝方にかけて多く認められ

たが，季節性は Brugada症候群とは異なる結果であった．
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